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１． まえがき 

似顔絵は様々な場面でよく使われている．ブログや

SNS などのプロフィールで，顔写真ではなく，自分のイ

メージを表現した似顔絵を載せることはよく見られる．

しかし，センスがない人や長期的な訓練を受けていない

人は，似顔絵を描画することが出来ない．従って，自動

的な似顔絵生成の実現の重要性が高まっていると言える． 

Brennan ら[1]により開発された「Caricature Generator」

は入力顔（トレース線画）と平均顔の差分の線形変換に

より誇張成分を生成し，似顔絵を描画する．しかし，似

顔絵は各人物の顔の個性をデフォルメするものなので，

誇張成分を線形と仮定することは強い制限であり，非線

形性の導入が必要である．本研究室では従来から，ニュ

ーラルネットを用いて，顔画像の特徴点に対して顔の個

性に対応する非線形変換を施し，線画ベースの似顔絵を

自動的に生成する方法を検討している[2][3][4]．しかし，

主観的な類似性が低いという問題があった．似顔絵描画

ツールの制限のため，表現力が低く，顔の特徴を捉えに

くいことが一因と考えられる．また，主観的な類似性の

評価法についても検討の余地を残していた． 

本稿では，似顔絵描画ツールの表現力を高めるため，

顔パーツ（目，口，鼻）の描画手法を変更し，より表現

の柔軟性をもたせる新しい似顔絵の描画手法を提案する．

また，生成された似顔絵と顔写真を対応付けさせる主観

的な識別試験を行い，似顔絵の主観的類似性を検討する． 

2 ．提案手法 

 

 
提案するシステムは，ニューラルネットワークの学習と

似顔絵自動生成の 2つ処理から構成される．図 1に，似顔

絵の生成フローを示す．学習の場合には，Active Shape 

Model（以下 ASM）により検出されたサンプル顔画像の

顔特徴量を入力データ，イラストレータが描いたサンプ

ル顔画像の似顔絵を教師データとして，バックプロパゲ

ーション法（以下 BP）を用いて階層型ニューラルネット

ワークの学習を行う．似顔絵を自動生成する場合には，

任意の顔画像に対して，ASM により顔の特徴点を検出す

る．前述の学習済みのニューラルネットに入力し，出力

される似顔絵描画用パラメータ値により似顔絵を生成す

る． 

3 ．顔画像からの似顔絵生成 

3.1  似顔絵描画ツール 

似顔絵描画ツールの表現力を高めるため，新しい描画

方法を提案し，新しい似顔絵描画ツールを作成する．図 2

に，新旧描画方法で描いた似顔絵を示す．新描画方法で

は，三日月型の目や三角形の目を表現するために目の上

下の輪郭を 2本のスプラインで描画し，開いている口を描

画するために口の上下唇を 2本のスプラインで描画する．

旧描画方法では，鼻の輪郭は 3種類に固定するため形を変

更できないが[4]，新描画方法では，鼻の輪郭が自由度高

く変形できるように鼻を 1本のスプラインで描画する． 

 

 
3.2  ASM による顔画像から特徴点の検出 

図 3 に示すように，

ASM により顔画像から

73個の特徴点を検出する．

その中で鼻の特徴点が 11

個ある．瞳を結んだ線分

の中点を原点と定義する．

顔輪郭の左側の一つ目の

特徴点（図 3 に青色の点

に示す）の座標は（ -

1,0）に固定する．それ

以外の 72 個の特徴点の

X座標と Y座標を正規化

し，ニューラルネットワ

ークへの入力に使用する．

図 2  新旧描画方法で描いた似顔絵 

図 1  似顔絵の生成フロー 

旧描画方法[3][4] 
 

新描画方法 
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図 3  特徴点抽出の結果 
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入力データの個数は 144である． 

 

3.3  ニューラルネットワークの学習 

図 1における，似顔絵生成の場合の入力データは学習の

場合の入力データと同一であり，出力データは学習の場

合の教師データと同一である． 

新旧 2つの描画方法，鼻有りと鼻無しの場合の入力デー

タと教師データを表 1にまとめる．新描画方法は従来の描

画方法[3] [4]より，入力データと教師データの個数がかな

り多い． 

 

  
旧描画方法 新描画方法 

鼻無し[3] 鼻有り[4] 鼻無し 鼻有り 

入力デー

タの個数 
36 114 122 144 

教師デー

タの個数 
23 34 74 100 

4．実験結果と考察 

4.1 パラメータの設定 

58人の顔画像を用いて，2つ描画方法で鼻有りと鼻無し

の似顔絵をイラスレータが描く．つまり，１枚の顔画像

に対して旧描画方法で鼻有りと鼻無しの似顔絵，新描画

方法で鼻有りと鼻無しの似顔絵，計 4枚の似顔絵をイラス

トレータが似顔絵描画ツールを用いて描いた． 

BPのパラメータは以下の通りである． 

中間層ニューロン数  150        二乗誤差  0.2 

モーメント係数          0.80          学習係数  0.05 

4.2 鼻無しの似顔絵の生成 

顔画像と新旧 2つの描画方法で生成された鼻無し似顔絵

を図 4 に示す．対比するため，新描画方法で描いた手書

きの鼻無し似顔絵も示している．  

 

 

 

 
4.3 鼻有りの似顔絵の生成 

顔画像と新旧 2つの描画方法で生成された鼻有り似顔絵

を図 5 に示す．対比するため，新描画方法で描いた手書

きの鼻有り似顔絵も示している． 

 

 

 

 
4.4 主観的な識別試験 

30 枚の評価用人物の顔画像の特徴量を学習済みのニュ

ーラルネットに入力し，新旧描画方法で鼻有りと鼻無し

似顔絵を生成する．30 人からランダムに 5 人の顔画像と

似顔絵を選択し，被験者に「対応付け」の作業をさせた．

これを 30 回繰り返し，正しく対応付けされた回数をカウ

ントし，識別率を計算する． 

表 2 に，新旧 2つの描画方法で鼻有り似顔絵と鼻無し似

顔絵の主観的対応付け試験の識別率を示している．新描

画方法を用いた鼻有りの場合が 87%で最高の識別率を与

える． 

 

5．結論 

鼻有りの似顔絵は，鼻無しより高い主観識別率を与え，

似顔絵における鼻の有効性を示唆する結果と言える．ま

た，全体的に，新描画ツールの方が，旧ツールよりかな

り高い識別率を与えたことは，前者の有効性を示す結果

と言える． 
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識別試験 識別率 試験回数 被験者数 

旧描画 

方法 

鼻無し[3] 35% 30 6 

鼻有り[4] 60% 30 5 

新描画 

方法 

鼻無し 75% 30 4 

鼻有り 87% 30 5 

表 2 主観試験の結果 

表 1  入力データと教師データの比較一覧 

図 4  顔画像と鼻無し似顔絵の比較 

図 5  顔画像と鼻有り似顔絵の比較 
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旧描画方法で生

成された似顔絵 

新描画方法で生 

成された似顔絵 

顔画像 手書き似顔絵 

 

旧描画方法で生
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新描画方法で生 

成された似顔絵 
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